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シ
リ
ー
ズ
・
タ
イ
の
農
水
産
物
加
工
品
③

タ
イ
は
年
間
最
大
２
０
０
万
ト
ン
の
パ
イ

ナ
ッ
プ
ル
を
収
穫
す
る
世
界
最
大
の
生
産

国
。
収
穫
さ
れ
た
パ
イ
ン
は
大
部
分
が
缶
詰

や
果
汁
、
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
に
加
工
さ
れ
海

外
に
輸
出
さ
れ
て
い
る
。
三
菱
商
事
グ
ル
ー

プ
の
食
品
商
社
、
三
菱
食
品
（
本
社
・
東
京

都
文
京
区
、
森
山
透
社
長
）
は
半
世
紀
近
く

前
か
ら
、
タ
イ
の
製
造
企
業
と
二
人
三
脚
で

パ
イ
ン
缶
を
生
産
し
日
本
で
販
売
。
南
国
の

甘
い
香
り
を
日
本
の
消
費
者
に
届
け
続
け
て

き
た
。

食
べ
て
飲
ん
で

２
度
楽
し
め
る
パ
イ
ン
缶

缶
切
り
不
要
の
プ
ル
ト
ッ
プ
式
の
黄
色
い

缶
を
開
け
る
と
、
甘
い
香
り
が
広
が
る
。
今

年
２
月
に
三
菱
食
品
が
発
売
し
た
「
Ｌ
ｉ
ｌ

ｙ

Ｃ
ａ
ｓ
ｕ
ａ
ｌ

パ
イ
ン
ス
ラ
イ
ス
１

０
０
％
ジ
ュ
ー
ス
漬
け

Ｅ
０３
号
缶
」
は
、

輪
切
り
の
果
実
を
シ
ロ
ッ
プ
で
は
な
く
果
汁

地
元
企
業
と
二
人
三
脚

半
世
紀
に
渡
り
「
パ
イ
ン
缶
」
日
本
に
届
け
る

作付けされたパイナップルが実を付けた東部ラヨーン県のパイナップル畑

＝三菱食品提供

今
年
２
月
発
売
さ
れ
た
Ｌ
ｉ
ｌ
ｙ
　
Ｃ
ａ
ｓ
ｕ

ａ
ｌ
　
パ
イ
ン
ス
ラ
イ
ス
１
０
０
％
ジ
ュ
ー
ス

漬
け
　
Ｅ
０
３
号
缶
＝
三
菱
食
品
提
供

で
漬
け
た
パ
イ
ン
缶
だ
。
砂
糖
不
使
用
で
、

漬
け
汁
は
そ
の
ま
ま
パ
イ
ン
ジ
ュ
ー
ス
と
し

て
飲
む
こ
と
が
で
き
る
。
非
濃
縮
の
１
０

０
％
パ
イ
ン
果
汁
は
、
甘
過
ぎ
ず
さ
わ
や
か

な
味
わ
い
。
食
べ
て
飲
ん
で
、
２
度
楽
し
め

る
パ
イ
ン
缶
だ
。

「
リ
リ
ー
」
は
三
菱
食
品
の
ト
ラ
デ
ィ

シ
ョ
ナ
ル
な
フ
ル
ー
ツ
缶
ブ
ラ
ン
ド
。
「
カ

ジ
ュ
ア
ル
」
は
そ
の
セ
カ
ン
ド
ブ
ラ
ン
ド

で
、
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
品
質
そ
の
ま
ま
、
値

段
そ
こ
そ
こ
」
だ
。
同
社
の
パ
イ
ン
缶
は
一

　

―
―
三
菱
食
品
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５
位
だ
っ
た
同
業
の
「
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
」
社
を

子
会
社
化
し
て
か
ら
は
、
マ
レ
ー
半
島
側
の

ホ
ア
ヒ
ン
に
近
い
プ
ラ
ン
ブ
リ
に
Ｔ
Ｐ
Ｃ
工

場
、
東
部
の
ラ
ヨ
ー
ン
に
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
工
場

を
構
え
、
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
社
が
２
工
場
で
パ
イ

ン
缶
詰
製
造
を
運
営
し
て
い
る
。
１８
年
に
は

三
菱
食
品
が
商
事
の
持
ち
株
を
す
べ
て
買
収

し
、
現
在
は
三
菱
食
品
の
出
資
会
社
に
な
っ

て
い
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｃ
社
役
員
も
務
め
た
三
菱
食
品
加
食

事
業
本
部
商
品
開
発
オ
フ
ィ
ス
の
森
川
博
昭

室
長
に
よ
る
と
、
バ
ン
コ
ク
を
中
心
に
西
に

Ｔ
Ｐ
Ｃ
工
場
、
東
に
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
工
場
と
産

地
が
２
カ
所
に
分
か
れ
る
こ
と
で
、
原
料
の

安
定
確
保
が
図
れ
る
と
い
う
。
２
工
場
合
わ

せ
て
年
間
４０
万
ト
ン
の
フ
ル
ー
ツ
を
加
工
。

製
品
は
５
～
１０
％
程
度
が
日
本
向
け
、
残
り

は
欧
米
な
ど
全
世
界
に
輸
出
さ
れ
て
い
る
。

原
料
の
う
ち
１
割
ほ
ど
は
自
社
農
園
、
残

り
は
工
場
周
辺
の
契
約
農
家
か
ら
仕
入
れ
て

い
る
。
担
当
者
が
農
家
を
定
期
的
に
訪
問
し

生
育
や
農
薬
の
使
用
状
況
を
直
接
確
認
。
農

家
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に

し
、
農
家
が
生
活
で
き
る
買
い
入
れ
価
格
保

証
制
度
を
設
け
て
い
る
。

工
場
の
加
工
現
場
で
は
原
料
の
ト
レ
ー
サ

ビ
リ
テ
ィ
ー
や
残
留
農
薬
の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど

の
一
般
的
な
「
安
心
安
全
」
対
策
に
加
え
、

原
料
の
二
重
洗
浄
や
金
属
探
知
機
、
磁
石
な

ど
を
使
っ
た
異
物
除
去
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
す
べ
て
の
缶
を
た
た
い
て
異

常
が
な
い
か
を
確
か
め
る
日
本
発
祥
の
「
打

検
」
を
実
施
。
「
少
し
で
も
缶
に
へ
こ
み
が

あ
る
と
返
品
に
な
っ
て
し
ま
う
」
と
い
う
、

欧
米
に
比
べ
て
も
厳
し
い
日
本
の
消
費
者
の

基
準
に
対
応
し
、
「
日
本
の
市
場
で
も
消
費

者
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
」
（
森
川
室
長
）
と
い
う
。

コ
ロ
ナ
で
パ
イ
ン
缶
需
要
は
急
増

今
年
３
月
以
降
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
に
伴
う
休
校
措
置
で
子
供
が
自
宅
に
い

る
時
間
が
長
く
な
り
、
パ
イ
ン
缶
は
デ
ザ
ー

ト
と
し
て
食
べ
ら
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
特

タ
イ
東
部
チ
ョ
ン
ブ
リ
―
県
に
あ
る
ケ
ン
ミ
ン
フ
ー
ズ
（
タ
イ
ラ
ン
ド
）
工
場
（
写
真
上
）
。
工
場
内
は

自
動
化
が
進
ん
で
い
る
。
機
械
で
押
し
出
さ
れ
る
ビ
ー
フ
ン
（
同
下
）
＝
い
ず
れ
も
ケ
ン
ミ
ン
食
品
提
供

に
自
宅
で
の
パ
ン
ケ
ー
キ
な
ど
の
製
菓
材
料

と
し
て
需
要
が
急
増
し
た
。
ま
た
８
月
の
猛

暑
で
フ
ル
ー
ツ
缶
全
般
の
販
売
が
好
調
だ
と

い
う
。

し
か
し
タ
イ
で
は
昨
年
と
今
年
、
エ
ル

ニ
ー
ニ
ョ
現
象
や
地
球
温
暖
化
に
よ
る
と
み

ら
れ
る
降
雨
不
足
が
影
響
し
、
パ
イ
ナ
ッ
プ

ル
は
記
録
的
な
不
作
が
続
い
て
い
る
。
農
家

が
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
か
ら
タ
ピ
オ
カ
や
ゴ
ム
に

転
作
す
る
動
き
も
あ
り
、
需
要
を
満
た
す
原

料
確
保
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。
三
菱
食
品

は
５
～
７
月
、
出
荷
調
整
を
実
施
。
ま
た
、

需
要
に
応
じ
る
た
め
に
タ
イ
以
外
の
国
か
ら

も
製
品
の
輸
入
に
踏
み
切
っ
た
。

森
川
室
長
は
Ｔ
Ｐ
Ｃ
社
役
員
だ
っ
た
５
年

ほ
ど
前
、
加
工
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
を
広
げ
よ

う
と
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
製
造
を
提
案
。
Ｔ

Ｐ
Ｃ
社
は
３
年
前
か
ら
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
、
マ

ン
ゴ
ー
、
パ
パ
イ
ア
な
ど
の
ド
ラ
イ
フ
ル
ー

ツ
製
造
に
も
乗
り
出
し
、
日
本
の
コ
ン
ビ
ニ

な
ど
で
販
売
し
て
い
る
。

「
三
菱
食
品
の
Ｔ
Ｐ
Ｃ
社
へ
の
出
資
比
率

は
２０
％
だ
が
、
そ
も
そ
も
Ｔ
Ｐ
Ｃ
は
三
菱
商

事
が
タ
イ
の
オ
ー
ナ
ー
家
と
設
立
し
た
会
社

で
、
三
菱
商
事
グ
ル
ー
プ
と
の
関
わ
り
は
深

い
。
私
た
ち
は
た
だ
タ
イ
か
ら
製
品
を
買
っ

て
日
本
で
売
る
だ
け
で
は
な
く
、
タ
イ
に
根

付
き
、
タ
イ
で
も
の
を
作
っ
て
い
く
企
業
で

あ
り
た
い
」
。
森
川
室
長
は
そ
う
話
す
。

般
的
な
シ
ロ
ッ
プ
漬
け
が
リ
リ
ー
と
リ
リ
ー

カ
ジ
ュ
ア
ル
で
１
種
類
ず
つ
。
さ
ら
に
新
発

売
の
カ
ジ
ュ
ア
ル
「
１
０
０
％
ジ
ュ
ー
ス
漬

け
」
１
種
類
の
、
計
３
商
品
で
展
開
し
て
い

る
。

２
カ
所
の
工
場
で

年
に
４０
万
ト
ン
加
工

製
造
し
て
い
る
の
は
、
タ
イ
の
パ
イ
ン
缶

製
造
企
業
「
タ
イ
・
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
・
キ
ャ

ン
ニ
ン
グ
」
（
Ｔ
Ｐ
Ｃ
）
社
。
現
在
、
タ
イ

で
ト
ッ
プ
、
世
界
で
も
４
位
の
パ
イ
ン
缶

メ
ー
カ
ー
だ
。
前
身
企
業
は
１
９
６
７
年
の

創
業
で
、
７２
年
に
三
菱
商
事
と
の
合
弁
で
Ｔ

Ｐ
Ｃ
社
と
な
っ
た
。
２
０
０
２
年
に
タ
イ
で

ＴＰＣ工場と合わせ年間４０万トンのフルーツを加

工するラヨーン県のＳＡＩＣＯ工場

＝三菱食品提供
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タ
イ
産
米
を
使
っ
た
「
亀
田
の
あ
ら
れ
、
お
せ
ん
べ
い
」

シ
ン
ハ
ー
社
と
提
携　

世
界
戦
略
の
拠
点
に

コ
メ
生
産
大
国
で

　
　
　
良
質
な
原
料
米
確
保

日
本
の
お
茶
の
間
に
欠
か
せ
な
い
、
コ
メ

か
ら
つ
く
る
せ
ん
べ
い
や
あ
ら
れ
な
ど
の
米

菓
類
。
そ
の
米
菓
で
国
内
シ
ェ
ア
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
の
「
亀
田
製
菓
」
（
本
社
・
新
潟
市
、

佐
藤
勇
社
長
Ｃ
Ｏ
Ｏ
）
は
、
世
界
戦
略
の
一

環
と
し
て
世
界
有
数
の
コ
メ
の
生
産
国
、
タ

イ
に
進
出
し
、
タ
イ
産
の
コ
メ
を
使
っ
た
米

菓
類
を
日
本
の
他
、
欧
米
市
場
向
け
に
輸
出

し
て
い
る
。

１
９
４
６
年
、
新
潟
県
で
「
亀
田
郷
農
民

組
合
委
託
加
工
所
」
と
し
て
水
飴
の
委
託
加

工
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
亀
田
製
菓
は
、
６６
年

に
「
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
入
り
柿
の
種
」
、
６７
年
に

「
サ
ラ
ダ
う
す
焼
」
、
７６
年
に
「
ハ
ッ
ピ
ー

タ
ー
ン
」
、
８６
年
に
「
ぽ
た
ぽ
た
焼
き
」

と
、
い
ず
れ
も
現
在
に
続
く
国
民
的
な
ヒ
ッ

ト
商
品
を
生
み
出
し
、
米
菓
ト
ッ
プ
企
業
の

地
位
を
確
立
し
て
き
た
。

一
方
で
同
社
は
、
日
本
発
の
米
菓
の
欧
米

や
ア
ジ
ア
へ
の
販
路
拡
大
と
、
生
産
拠
点
の

国
際
化
と
い
う
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
に
も
乗
り

　

―
―
亀
田
製
菓

出
し
て
い
る
。
１
９
９
０
年
代
か
ら
米
国
で

の
製
造
販
売
を
開
始
。
今
世
紀
に
入
る
と
中

国
、
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
と
矢
継
ぎ
早
に
拠
点
を
拡
大
。
こ
の
う

ち
中
国
と
タ
イ
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
基
本
的
に

は
日
本
や
欧
米
、
豪
州
な
ど
へ
輸
出
す
る
製

品
の
製
造
拠
点
。
元
々
国
内
に
一
定
規
模
の

米
菓
市
場
が
存
在
す
る
イ
ン
ド
と
ベ
ト
ナ
ム

は
、
そ
れ
ぞ
れ
両
国
の
国
内
向
け
の
製
造
販

売
拠
点
と
い
う
位
置
付
け
だ
。

タ
イ
で
は
現
地
企
業
に
資
本
参
加
す
る
形

で
生
産
を
開
始
し
、
２
０
１
３
年
に
こ
の
会

社
を
１
０
０
％
子
会
社
化
し
て
「
タ
イ
・
カ

メ
ダ
」
社
と
し
た
。
「
タ
イ
は
日
本
の
倍
の

コ
メ
を
生
産
す
る
コ
メ
大
国
で
、
良
質
の
原

料
米
を
確
保
で
き
る
。
亀
田
製
菓
の
グ
ロ
ー

バ
ル
展
開
の
中
で
、
製
造
拠
点
、
さ
ら
に
は

今
後
の
国
内
市
場
と
し
て
非
常
に
重
要
な
拠

点
」
と
、
同
社
海
外
事
業
部
の
神
田
晋
之
介

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
話
す
。

タ
イ
・
カ
メ
ダ
社
の
工
場
は
１
９
９
０
年

代
初
頭
の
建
設
で
、
３０
年
を
経
て
老
朽
化
が

目
立
ち
製
造
コ
ス
ト
が
か
さ
む
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。
亀
田
製
菓
は
今
年
６
月
、
地
元
大

手
ビ
ー
ル
メ
ー
カ
ー
、
シ
ン
ハ
ー
・
コ
ー

ポ
レ
シ
ョ
ン
と
新
た
な
合
弁
企
業
「
シ
ン

ハ
ー
・
カ
メ
ダ
・
タ
イ
ラ
ン
ド
」
社
を
設

立
。
タ
イ
・
カ
メ
ダ
社
か
ら
合
弁
会
社
に
年

内
を
目
途
に
生
産
を
移
管
す
る
予
定
だ
。

タ
イ
国
内
で
高
い
知
名
度
を
持
つ
シ
ン

ハ
ー
社
と
の
合
弁
は
、
生
産
の
効
率
化
だ
け

で
は
な
く
、
米
菓
を
含
む
健
康
志
向
食
品
の

市
場
拡
大
へ
向
け
た
狙
い
も
あ
る
。
「
か
つ

て
タ
イ
国
内
向
け
に
商
品
開
発
も
行
っ
た

が
、
ま
だ
市
場
が
小
さ
か
っ
た
。
し
か
し
タ

イ
を
中
心
と
し
た
東
南
ア
ジ
ア
は
将
来
的
な

市
場
と
し
て
の
可
能
性
は
大
き
い
。
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
、
商
品
開
発
力
に
優
れ
た
シ

ン
ハ
ー
社
を
選
択
し
た
」
と
神
田
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
。

さ
ら
に
、
シ
ン
ハ
ー
社
は
ア
ジ
ア
に
限
ら

ず
輸
出
販
売
を
通
し
て
欧
州
に
も
強
い
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
持
っ
て
い
る
。
亀
田
の
製
品
の

ア
ジ
ア
お
よ
び
欧
州
で
の
販
売
に
、
こ
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用
も
期
待
で
き
る
。

戦後、「亀田郷農民組合委託加工所」とし

てスタートした亀田製菓。ヒット商品を次

々に生み出して国内最大の米菓製造メーカ

ーに成長し、今は世界に進出している

＝新潟市の本社、亀田製菓提供
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「
シ
ン
プ
ル
な
モ
チ
の
う
ま
さ
」

タ
イ
産
米
で
実
現

一
方
、
亀
田
製
菓
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
合
意
に
基

づ
き
日
本
政
府
が
輸
入
し
て
い
る
タ
イ
産
米

を
購
入
。
日
本
国
内
の
工
場
で
も
、
タ
イ
産

米
を
原
料
と
し
て
米
菓
を
製
造
し
て
い
る
。

タ
イ
産
米
を
全
面
的
に
活
用
し
た
製
品
が
、

一
口
サ
イ
ズ
の
堅
揚
げ
モ
チ
「
堅
ぶ
つ
」

だ
。
「
鏡
割
り
し
た
モ
チ
を
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
揚
げ
た
あ
ら
れ
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
と
い

う
「
堅
ぶ
つ
」
は
、
他
の
製
品
よ
り
も
さ
ら

に
堅
い
か
み
応
え
が
売
り
物
。
「
日
本
の
コ

メ
を
使
う
と
も
う
少
し
柔
ら
か
い
食
感
に
な

り
、
堅
さ
を
出
す
の
に
タ
イ
米
が
非
常
に
よ

か
っ
た
。
油
の
く
ど
さ
も
抑
え
ら
れ
、
シ
ン

プ
ル
に
モ
チ
の
お
い
し
さ
を
味
わ
え
る
」

と
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
部
の
渡
辺
重
樹

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
。

亀
田
製
菓
が
原
料
米
と
し
て
使
用
す
る
タ

イ
産
米
は
、
タ
イ
・
カ
メ
ダ
社
の
工
場
と
合

弁
会
社
の
工
場
を
含
む
と
年
間
約
７
０
０
０

ト
ン
、
日
本
国
内
の
工
場
で
同
４
３
０
０
ト

ン
に
上
る
。
タ
イ
工
場
か
ら
は
約
２
割
が
バ

ル
ク
の
状
態
で
日
本
に
輸
出
さ
れ
、
日
本
の

工
場
で
海
苔
巻
き
せ
ん
べ
い
や
あ
ら
れ
の
材

料
と
し
て
使
わ
れ
る

タ
イ
で
生
産
す
る
残
り
８
割
は
欧
米
向
け

の
輸
出
だ
。
亀
田
製
菓
は
海
外
に
お
け
る
売

上
高
を
、
２
０
２
３
年
度
に
は
３０
％
ま
で
引

き
上
げ
る
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。
タ
イ
産
の

米
を
使
っ
た
日
本
発
祥
の
せ
ん
べ
い
や
あ
ら

れ
が
、
さ
ら
に
世
界
に
広
が
る
こ
と
に
な

る
。米

菓
は
小
麦
を
使
わ
な
い
グ
ル
テ
ン
フ

リ
ー
食
品
。
「
欧
米
で
は
５
～
６
年
前
に
は

タイで生産される米菓の数々＝亀田製菓提供

タイ米を使って日本国内で製造されている

堅揚げモチ「堅ぶつ」。タイ米の持ち味を

生かしかみ応えを出している

＝亀田製菓提供

『
グ
ル
テ
ン
フ
リ
ー
』
が

ト
レ
ン
ド
ワ
ー
ド
だ
っ
た

が
、
現
在
で
は
グ
ル
テ
ン

フ
リ
ー
は
当
然
で
、
さ
ら

に
添
加
物
の
な
い
も
の
と

健
康
志
向
は
ど
ん
ど
ん
強

ま
っ
て
い
る
。
世
界
の
健

康
志
向
の
高
ま
り
の
中

で
、
米
菓
を
浸
透
さ
せ
て

い
き
た
い
」
と
神
田
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
話
す
。



26
毎日アジアビジネスレポート　2020年9月号

「
ツ
ナ
缶
」
王
国
タ
イ

原
料
に
こ
だ
わ
り
「
自
社
ラ
イ
ン
」
で
生
産　
―
―
い
な
ば
食
品

日
本
の
食
卓
に
は
欠
か
せ
な
い
ツ
ナ
缶
。

タ
イ
は
世
界
有
数
の
ツ
ナ
缶
製
造
・
輸
出
大

国
だ
。
国
内
の
ス
ー
パ
ー
の
売
り
場
に
も
、

タ
イ
で
生
産
さ
れ
た
ツ
ナ
缶
が
並
ぶ
。
タ
イ

で
14
年
間
、
ツ
ナ
缶
の
生
産
を
続
け
て
き
た

い
な
ば
食
品
に
聞
い
た
。

生
産
支
え
る
安
定
し
た

　
　
　
イ
ン
フ
ラ
、製
造
技
術

ツ
ナ
缶
は
英
語
で
ツ
ナ
と
呼
ば
れ
る
マ
グ

ロ
類
や
カ
ツ
オ
を
油
漬
け
や
水
煮
に
し
た
缶

詰
で
、
豚
肉
や
牛
肉
な
ど
の
宗
教
的
な
タ

ブ
ー
も
な
く
、
世
界
中
で
消
費
さ
れ
る
人
気

商
品
だ
。
世
界
食
糧
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
に
よ

る
と
、
世
界
中
で
年
間
２
０
０
万
ト
ン
以
上

が
生
産
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
４
分
の

１
が
タ
イ
産
。
「
原
料
と
な
る
カ
ツ
オ
や
マ

グ
ロ
は
、
太
平
洋
や
イ
ン
ド
洋
の
赤
道
に
近

い
海
域
で
漁
獲
さ
れ
る
。
タ
イ
が
ツ
ナ
缶
製

造
大
国
に
な
っ
た
の
は
、
ま
ず
漁
場
に
近
い

地
理
的
な
理
由
が
あ
り
ま
す
。
弊
社
も
当
時

他
に
選
択
肢
が
な
く
、
こ
こ
で
独
自
に
生
産

を
開
始
し
て
き
た
」
と
、
い
な
ば
食
品
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
部
は
話
す
。

さ
ら
に
安
定
し
た
生
産
を
支
え
る
電
力
な

ど
の
イ
ン
フ
ラ
設
備
も
あ
る
。
原
料
が
鮮
魚

で
あ
る
ツ
ナ
缶
の
製
造
に
は
、
冷
凍
庫
や
冷

蔵
庫
が
必
需
品
だ
。
停
電
が
あ
れ
ば
原
料
が

傷
ん
で
し
ま
う
。
東
南
ア
ジ
ア
で
は
依
然
、

停
電
が
日
常
的
に
発
生
す
る
国
も
あ
る
が
、

タ
イ
で
は
高
い
品
質
の
電
力
供
給
が
実
現
し

て
い
る
こ
と
が
大
き
い
。
「
日
本
の
技
術
も

導
入
し
な
が
ら
培
っ
て
き
た
高
い
製
造
技
術

も
、
タ
イ
の
ツ
ナ
缶
産
業
を
支
え
た
と
思
い

ま
す
」
と
い
う
。

い
な
ば
食
品
（
稲
葉
敦
央
社
長
）
の
起
源

は
、
江
戸
時
代
の
文
化
年
間
（
１
８
０
５

年
）
の
、
初
代
稲
葉
由
蔵
に
よ
る
静
岡
の
焼

津
港
に
水
揚
げ
さ
れ
る
魚
を
原
料
と
し
た
鰹

節
生
産
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。

幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
は
３
代
目
稲
葉

由
蔵
が
鰹
節
生
産
を
拡
大
し
、
併
せ
て
生
ミ

カ
ン
の
カ
ナ
ダ
輸
出
を
大
々
的
に
行
っ
た
。

１
９
３
６
（
昭
和
１１
）
年
に
現
社
長
の
祖
父

で
あ
る
稲
葉
作
太
郎
が
静
岡
市
清
水
区
由
比

に
「
稲
葉
缶
詰
所
」
を
開
き
水
産
物
の
缶
詰

生
産
を
ス
タ
ー
ト
。
戦
後
の
４８
年
に
稲
葉
食

タイで生産されているいなば食品のツナ缶＝同社提供
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品
株
式
会
社
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
を
切
っ

た
。１

９
７
１
（
昭
和
４６
）
年
に
は
、
当
時
加

工
用
と
し
て
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
て
い
な

か
っ
た
カ
ツ
オ
に
混
じ
っ
て
混
獲
さ
れ
る

「
キ
ハ
ダ
マ
グ
ロ
」
に
着
目
し
、
市
場
に
先

駆
け
て
「
い
な
ば
ラ
イ
ト
ツ
ナ
」
缶
を
発
売

し
た
。
キ
ハ
ダ
マ
グ
ロ
と
い
う
新
し
い
資
源

を
使
っ
た
だ
け
で
な
く
、
魚
肉
の
フ
レ
ー
ク

化
や
高
速
充
塡
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
で
ツ

ナ
缶
の
大
量
生
産
化
の
道
を
開
き
、
画
期
的

な
商
品
と
な
っ
た
。

同
社
の
ツ
ナ
缶
は
国
内
で
生
産
さ
れ
て
き

た
が
、
地
震
災
害
に
備
え
た
リ
ス
ク
分
散
や

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
目
的
に
、
一
部
の
海
外
へ

の
移
転
を
検
討
。
２
０
０
０
年
代
に
入
り
、

す
で
に
ツ
ナ
缶
製
造
大
国
と
な
っ
て
い
た
タ

イ
で
の
生
産
に
乗
り
出
し
た
。

同
社
は
タ
イ
の
大
手
水
産
加
工
企
業
の
工

場
の
生
産
ラ
イ
ン
に
、
自
社
専
用
の
ラ
イ
ン

を
設
置
。
製
造
作
業
に
当
た
る
の
は
タ
イ

企
業
側
の
従
業
員
だ
。
専
用
の
生
産
ラ
イ

ン
に
こ
だ
わ
っ
た
の
は
、
原
料
で
あ
る
ツ

ナ
の
鮮
度
を
確
保
す
る
た
め
だ
。
製
造
時

に
は
従
業
員
に
は
い
な
ば
食
品
の
帽
子
を

か
ぶ
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

し
っ
か
り
し
た
管
理
が
行
わ
れ
て
い
る

タ
イ
だ
が
、
そ
れ
で
も
魚
を
生
で
食
べ
る

習
慣
が
あ
る
日
本
と
は
鮮
度
に
関
す
る
感

覚
が
違
う
部
分
が
あ
る
。
い
な
ば
食
品
は

工
場
に
自
社
ス
タ
ッ
フ
を
派
遣
し
、
原
料

の
鮮
度
を
チ
ェ
ッ
ク
。
自
社
の
目
で
確
認

し
た
原
料
の
み
を
受
け
入
れ
、
自
社
の
基

準
で
管
理
し
て
生
産
し
て
い
る
。

現
在
、
同
社
の
ツ
ナ
缶
の
売
り
上
げ
の

２
～
３
割
を
タ
イ
産
が
占
め
る
。
依
然
、

主
力
は
国
内
生
産
だ
が
、
食
味
や
味
は
さ

ほ
ど
大
き
く
は
変
わ
ら
な
い
。
人
件
費
な

ど
の
関
係
で
タ
イ
産
の
方
が
少
し
販
売
価

格
は
安
く
な
る
と
い
う
。

カ
レ
ー
シ
リ
ー
ズ
も
大
人
気
に

い
な
ば
食
品
の
一
つ
の
柱
に
成
長
し
た

の
が
、
タ
イ
で
生
産
し
て
い
る
「
カ
レ
ー

シ
リ
ー
ズ
」
だ
。
ツ
ナ
を
使
っ
た
新
た
な

製
品
を
模
索
す
る
中
で
２
０
１
１
年
、
ツ

ナ
を
使
っ
た
タ
イ
の
グ
リ
ー
ン
カ
レ
ー
の

缶
詰
と
し
て
生
ま
れ
た
。
１
０
０
円
台
の

低
価
格
で
本
格
的
な
現
地
の
味
が
楽
し
め

る
と
人
気
を
呼
び
、
鶏
肉
を
使
っ
た
グ

リ
ー
ン
、
イ
エ
ロ
ー
、
レ
ッ
ド
の
タ
イ
カ

レ
ー
や
イ
ン
ド
カ
レ
ー
、
さ
ら
に
タ
イ
料

理
で
最
近
日
本
で
人
気
を
集
め
て
い
る
鶏

肉
と
バ
ジ
ル
を
炒
め
た
ガ
バ
オ
の
缶
詰
な

ど
、
次
々
に
新
商
品
が
発
売
さ
れ
て
き

た
。カ

レ
ー
シ
リ
ー
ズ
は
２
０
１
３
年
か

ら
、
中
部
サ
ラ
ブ
リ
―
県
に
新
設
し
た
自

社
工
場
で
製
造
さ
れ
て
い
る
。
「
現
地
の

香
辛
料
を
乾
燥
さ
せ
ず
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
な

状
態
で
そ
の
ま
ま
使
う
こ
と
が
で
き
る
。

日
本
で
缶
を
開
け
た
時
、
現
地
そ
の
ま
ま

の
香
り
を
楽
し
め
ま
す
」
と
い
う
。
使
用

す
る
ハ
ー
ブ
類
も
す
べ
て
契
約
農
家
で
厳

し
い
農
薬
使
用
基
準
を
守
っ
て
生
産
さ
れ

た
も
の
だ
。

一
方
、
製
造
開
始
か
ら
半
世
紀
を
経

て
、
食
品
分
野
と
と
も
に
同
社
の
経
営
の

も
う
一
方
の
柱
と
な
っ
て
い
る
の
が
ペ
ッ

ト
フ
ー
ド
だ
。
鶏
肉
な
ど
と
と
も
に
、
ツ

ナ
缶
で
使
わ
れ
な
い
魚
の
血
合
い
の
部
分

が
使
わ
れ
る
。
以
前
か
ら
タ
イ
で
も
生
産

さ
れ
て
き
た
が
、
１４
年
に
サ
ラ
ブ
リ
―
県

の
工
場
に
新
た
に
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
の
生
産

工
場
が
併
設
さ
れ
た
。
こ
の
工
場
は
現

在
、
１
０
０
０
人
の
従
業
員
を
雇
用
し
、

次
第
に
主
力
製
品
に
育
っ
て
い
る
。

人気商品となったタイカレー

　などの缶詰＝同社提供

タイ中部サラブリ―県にあるいなば食品の工場＝同社提供
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「
香
り
米
」
輸
入
の
パ
イ
オ
ニ
ア

世
界
の
最
高
級
米　

日
本
の
食
卓
に
浸
透
を

日
本
で
主
食
と
し
て
食
べ
ら
れ
て
い
る
コ

メ
は
粘
り
気
の
強
い
「
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
」
系
。

し
か
し
世
界
で
は
、
粒
が
長
く
粘
り
気
が
少

な
い
「
イ
ン
デ
ィ
カ
」
系
が
主
流
だ
。
大
手

米
穀
販
売
の
「
木
徳
神
糧
」
（
本
社
・
東
京

都
、
平
山
惇
社
長
）
は
、
イ
ン
デ
ィ
カ
系
の

最
高
級
品
種
で
あ
る
タ
イ
の
香
り
米
（
ジ
ャ

ス
ミ
ン
ラ
イ
ス
）
を
日
本
に
紹
介
す
る
パ
イ

オ
ニ
ア
的
存
在
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

「
巣
ご
も
り
消
費
」
の
拡
大
も
あ
っ
て
、
同

社
の
「
タ
イ
香
り
米
」
は
一
般
家
庭
向
け
販

売
が
急
増
し
て
い
る
。

香
ば
し
い
匂
い
　
気
分
は
バ
ン
コ
ク

電
子
レ
ン
ジ
で
加
熱
し
た
「
タ
イ
香
り

米
」
の
パ
ッ
ク
を
開
け
る
と
、
香
ば
し
い
匂

い
が
立
ち
上
る
。
口
に
運
ぶ
と
イ
ン
デ
ィ
カ

系
の
パ
サ
パ
サ
感
は
な
く
、
米
の
甘
さ
が
広

が
る
。
ブ
ー
ム
を
呼
ん
で
い
る
レ
ト
ル
ト
の

タ
イ
カ
レ
ー
や
ガ
バ
オ
（
鶏
ひ
き
肉
の
バ
ジ

ル
炒
め
）
な
ど
の
タ
イ
料
理
と
あ
わ
せ
れ

ば
、
日
本
の
家
庭
に
居
な
が
ら
気
分
は
バ
ン

コ
ク
だ
。

タ
イ
の
香
り
米
は
、
国
際
的
に
は
世
界
で

も
最
高
級
の
コ
メ
の
一
つ
だ
。
隣
国
カ
ン
ボ

ジ
ア
産
と
と
も
に
、
世
界
の
米
穀
関
連
業
界

が
選
ぶ
「
世
界
ラ
イ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
最

高
賞
受
賞
の
常
連
。
価
格
は
タ
イ
国
内
の
一

般
的
な
主
食
米
の
３
倍
程
度
と
高
価
で
、
生

産
量
の
８
割
は
海
外
輸
出
向
け
と
い
う
。

タ
イ
東
北
部
の
ナ
コ
ン
ラ
チ
ャ
シ
マ
県
に

本
社
を
置
く
大
手
精
米
企
業
「
チ
ア
メ
ン
」

社
は
扱
い
の
９
割
が
香
り
米
で
、
こ
の
分
野

の
ト
ッ
プ
企
業
。
同
社
の
香
り
米
は
世
界
統

一
の
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
」
と
い

う
ブ
ラ
ン
ド
名
で
、
国
内
外
で
販
売
さ
れ
て

い
る
。

木
徳
神
糧
は
チ
ア
メ
ン
社
と
特
約
店
契
約

を
結
び
、
同
社
の
香
り
米
を
日
本
で
独
占
的

に
輸
入
販
売
し
て
い
る
。
一
般
消
費
者
向
け

に
は
４
５
０
グ
ラ
ム
の
パ
ッ
ク
を
中
心
に
、

輸
入
食
品
販
売
で
知
ら
れ
る
「
カ
ル
デ
ィ
ー

コ
ー
ヒ
ー
フ
ァ
ー
ム
」
の
全
国
の
店
舗
で
販

売
。
ま
た
明
治
屋
や
紀
伊
國
屋
な
ど
の
高
級

ス
ー
パ
ー
チ
ェ
ー
ン
で
も
扱
っ
て
い
る
。

当
初
は
販
売
に
苦
労

　
木
徳
神
糧
が
タ
イ
の
香
り
米
輸
入
に
乗
り

出
し
た
の
は
、
１
９
９
０
年
代
後
半
。
し
か

し
、
当
初
は
販
売
に
非
常
に
苦
労
し
た
と
い

う
。

　
日
本
で
は
１
９
９
３
年
、
冷
夏
の
た
め
米

づ
く
り
が
極
端
な
不
作
と
な
っ
て
コ
メ
不
足

が
深
刻
化
。
政
府
は
そ
れ
ま
で
の
「
一
粒
た

り
と
も
輸
入
し
な
い
」
と
の
国
内
農
家
保
護

政
策
を
転
換
し
、
中
国
や
米
国
、
そ
し
て
タ

香り米の取り扱いでは

タイでもトップの「チアメン」社

真
っ
白
な
粒
が
美
し
い
タ
イ
香
り
米
（
ジ
ャ
ス

ミ
ン
ラ
イ
ス
）
。
「
世
界
ラ
イ
ス
コ
ン
テ
ス

ト
」
で
何
度
も
最
高
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
国

際
的
に
は
最
高
級
の
コ
メ
の
一
つ
に
数
え
ら
れ

て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
木
徳
神
糧
提
供

　

―
―
木
徳
神
糧
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イ
な
ど
か
ら
の
コ
メ
の
緊
急
輸
入
に
踏
み

切
っ
た
。
こ
の
時
、
タ
イ
か
ら
輸
入
さ
れ
た

の
は
一
般
の
イ
ン
デ
ィ
カ
系
の
主
食
米
。
イ

ン
デ
ィ
カ
米
に
な
じ
み
の
な
い
日
本
人
に
は

「
パ
サ
パ
サ
し
て
い
る
」
な
ど
と
不
評
で
、

大
量
に
売
れ
残
っ
た
。
日
本
の
要
請
に
応
じ

て
せ
っ
か
く
輸
出
し
た
コ
メ
が
廃
棄
処
分
さ

れ
、
タ
イ
側
で
不
満
が
高
ま
る
事
態
も
招
い

た
。木

徳
神
糧
が
香
り
米
の
輸
入
に
踏
み
出
し

た
の
は
、
９５
年
の
ガ
ッ
ト
・
ウ
ル
グ
ア
イ
ラ

ウ
ン
ド
に
基
づ
く
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
米
の

輸
入
開
始
が
き
っ
か
け
だ
。
「
香
り
米
は
緊

急
輸
入
の
タ
イ
米
と
は
違
う
品
種
で
、
柔
ら

か
く
パ
サ
パ
サ
感
も
な
い
。
日
本
人
に
も
受

け
入
れ
ら
れ
る
味
」
と
、
同
社
海
外
事
業
部

の
大
森
明
部
長
補
佐
。
し
か
し
緊
急
輸
入
時

の
「
タ
イ
米
」
に
対
す
る
悪
い
イ
メ
ー
ジ
が

残
り
、
最
初
に
輸
入
し
た
数
十
ト
ン
の
ロ
ッ

ト
を
完
売
す
る
の
に
何
年
も
か
か
っ
た
と
い

う
。同

社
は
毎
年
日
本
で
開
か
れ
る
タ
イ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
で
、
香
り
米
を
「
ヤ
マ
モ
リ
」

社
の
タ
イ
カ
レ
ー
と
い
っ
し
ょ
に
食
べ
て
も

ら
う
な
ど
地
道
な
活
動
を
続
け
、
需
要
の
拡

大
に
努
め
て
き
た
。
数
字
は
徐
々
に
伸
び
始

め
。
昨
年
の
輸
入
量
は
１０
年
前
と
比
べ
ほ
ぼ

倍
増
の
約
２
０
０
０
ト
ン
。
右
肩
上
が
り
の

拡
大
が
定
着
し
て
き
た
。

「
巣
ご
も
り
」需
要
で
販
売
急
増

こ
れ
ま
で
は
８
割
が
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
の

業
務
向
け
。
一
般
家
庭
向
け
は
２
割
程
度

だ
っ
た
が
、
こ
こ
へ
来
て
「
巣
ご
も
り
需

要
」
で
家
庭
向
け
が
伸
び
て
い
る
。
「
『
い

つ
も
と
違
う
も
の
を
、
自
宅
で
食
べ
て
み
た

い
』
と
い
う
人
が
増
え
て
い
る
。
一
般
家
庭

向
け
は
単
月
で
前
年
比
２
０
０
％
以
上
の
伸

び
」
と
大
森
部
長
補
佐
。
タ
イ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
な
ど
で
消
費
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
た

「
手
軽
に
香
り
米
を
食
べ
た
い
」
と
い
う
声

を
受
け
て
、
１
食
分
１
８
０
グ
ラ
ム
を
パ
ッ

タイは日本と同じ米づくりの国だ＝木徳神糧提供

ク
に
詰
め
電
子
レ
ン
ジ
の
加
熱
で
食
べ
ら
れ

る
パ
ッ
ク
商
品
も
販
売
を
開
始
し
た
。

チ
ア
メ
ン
社
の
香
り
米
は
、
タ
イ
東
北
部

の
コ
ラ
ー
ト
台
地
（
イ
サ
ー
ン
）
を
中
心
と

し
た
限
ら
れ
た
エ
リ
ア
の
契
約
農
家
が
栽
培

し
て
い
る
。
乾
い
た
気
候
と
や
せ
た
土
地

で
、
タ
イ
で
も
貧
し
い
エ
リ
ア
と
さ
れ
て
き

た
コ
ラ
ー
ト
台
地
だ
が
、
「
香
り
米
は
コ

ラ
ー
ト
台
地
の
よ
う
に
、
土
壌
に
塩
分
が
あ

る
ほ
う
が
向
い
て
い
る
」
と
、
木
徳
神
糧
海

外
事
業
部
の
タ
イ
人
ス
タ
ッ
フ
、
ジ
ョ
イ
ス

さ
ん
。
「
一
般
的
な
農
薬
検
査
な
ど
に
加

え
、
日
本
向
け
に
特
別
に
管
理
、
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
さ
れ
た
コ
メ
が
輸
出
さ
れ
て
い
ま

す
」
と
話
す
。

ジ
ョ
イ
ス
さ
ん
に
よ
る
と
、
タ
イ
国
内
で

も
コ
ロ
ナ
禍
で
香
り
米
の
オ
ン
ラ
イ
ン
を
含

め
た
売
り
上
げ
が
伸
び
て
い
る
と
い
う
。
１

８
８
２
（
明
治
１５
）
年
創
業
の
木
徳
神
糧
と

１
９
３
７
年
創
業
の
チ
ア
メ
ン
社
と
い
う
両

国
の
老
舗
米
穀
会
社
が
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
、

世
界
が
認
め
る
「
タ
イ
の
最
高
の
味
」
を
広

げ
る
挑
戦
が
続
く
。

タイ香り米の４５０グラムのパックと、新たに発売された電

子レンジでチンするだけの１食分パック＝木徳神糧提供
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■食糧自給、生産に余力

――タイは豊かな国土と海に恵まれ農水産業が盛んです。タイ

の農水産業の特徴を教えてください。また、タイには多くの食

品加工産業が集積し、加工食品の海外への輸出も盛んです。タ

イが食品加工産業の集積地となった理由を教えてください。

チョンティサック・チャーオパークナーム公使参事官　タイ

の農地面積は、国土面積３億２１００万ライ（約５１万３００

０平方キロメートル）に対し４３％にあたる1億３８００万ラ

イ（約２２万５９０キロメートル）もあり、農業生産はＧＤＰ

の１割を占めます。タイの農業は多岐にわたり、青果物は１年

を通して収穫し食べることができます。また水産物では、魚や

エビ、カニなど、海のもの、川のものとも豊富です。畜産業も

豚、鶏、ガチョウ、牛、ヤギなど、多くの種類を飼育すること

国土の４割超える農地、豊富な水産物

食品輸出支える技術、インフラ、政府振興策

　３回に渡って日本の食卓に上るタイの農水産物加工品を紹介してきたシリーズの最終回。タイ

王国大使館農務担当官事務所所長のチョンティサック・チャーオパークナーム公使参事官（農務

担当）に、タイの農水産業やその加工産業の特徴、政府の振興策や「安心・安全」への対応など

について聞いた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【毎日アジアビジネス研究所】

ができます。野菜の栽培、養殖、畜産など、国土のほぼ全域で行うことができます。よってタイは食料を

自給できる十分な生産力があり、かつ輸出にも対応できるのです。

　これらのことから、タイには食品生産に必要な産地が数多くあり、国外に加工食品を幅広く輸出してい

ます。輸出の比率としては、生鮮食品５６％に対し加工食品が４４％の割合です。

　また、タイには質の高い労働力があり、スキルと経験を持った生産拠点として、輸送システム（陸路、

空路、海運）、工業団地、研究機関も備えています。さらには、政府による食品産業を含む各分野の産業

に対する優遇投資奨励政策が行われています。

――政府による農水産業や農水産品加工業の振興策、また将来の振興策について教えてください。

　公使参事官　タイ政府は、環境に安全な農業システムを利用した農業生産の管理を奨励しています。そ

して、消費者にとって安全な製品を提供する農業安全基準と有機認証システムを推進することにより、農

業安全基準で認定され、国内外をカバーする製品の生産を生産者に対しさらに奨励します。

　農産物加工業については、消費者のニーズに合わせて農産物の加工をサポートし、市場のニーズにあっ

た製品とパッケージを開発します。開発には加工技術の向上によって、例えば、省力化、作業者の手に触

れる機会を減らすため効果、精密性、生産性向上のための自動化や、ＡＩによるマーケティング、消費者

データを収集し、消費者のニーズをとらえる新製品開発など、生産性の向上と最高の品質と安全性を備え

タイの農水産物加工品：インタビュー

チョンティサック・チャーオパークナーム

公使参事官
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豊かなタイの農水産物

＝写真左上から右回りにチェンマイ・フローズンフーズ社、ケンミン食品、マルハニチロ、木徳神糧提供

た製品をサポートします。

　さらには、業界団体、商工会議所、タイ工業連盟などの民間部門では、例えば、大規模事業者の国際市

場での経験と成功例をもって、小規模事業者のメンターとして、企業発展と製品開発の両面で、自社製品

の高付加価値化で輸出できる製品開発などの小規模事業者育成を支援しています。

■政府が主導し「安心・安全」確保

――世界、またタイ国内でも、食の安全性への関心が非常に強まっています。タイ産農水産物、またその

加工品について、タイではどのように安全性を確保していますか？

　公使参事官　タイ政府には、タイの食品安全に明確に焦点を当て、「世界の台所」として、基準に則

り、タイ国内外の消費者のニーズにあった食品を生産するという農産品の市場拡大政策があります。タイ

の食品を管理する法律である「仏歴２５２２年食品法」には、販売前管理（Pre-Marketing Control）と

いう規定があります。販売前の製造所、製造施設、食品表示に対する管理、認可登録の制度です。

　また、食品の販売後の管理（販売後管理）では、生産された食品が安全で品質基準を満たしていること

を確認するための追跡調査と監査を行います。また、タイには食品の基準と安全を規制する以下の機関が

あります。

①食品薬品局(Food and Drug Administration: ＦＤＡ)には、基準に則った安全な製品によって、国民

の健康を守り、保護する使命があります。

②消費者保護委員会事務局 （Office of The Consumer Protection Board)は、権利を侵害されたこと

による被害補償を受けることができるよう、権利侵害をする事業者を監督し、消費者を保護する監督する

権限と義務を有します。

③農業・協同組合省傘下の機関である、全国農産品・食品基準局(The National Bureau of

Agricultural Commodity and Food Standards)は、農産品や食品の品質改善および向上、タイの食品が品

質と安全性で世界基準を満たすための中心的機関です。
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■日本向け輸出　今後も成長

――タイは農水産物加工品の輸出先として日本市場をどうとらえていますか？

　公使参事官　日本はタイの主要貿易相手国であり、食品では特に加工農産物の輸出が盛んです。タイ食

品加工業協会(Thai Food Processors' Association)の会長であるウィシット・リムルチャ氏によると、

現在、タイから日本へ輸出される加工農産物は、全体の約１０％を占めています。上位５品目は、水産加

工食品、缶詰（３６％）、ペットフード（１８％）、肉および肉添加物（１１％）、加工野菜、缶詰（６

％）、その他の小麦および調理済食品（６％）です。ペットフードは年間２～３％成長しており、野菜缶

詰や加工野菜、加工果物・食品調味料など多くの加工農産物は、今後も成長が見込まれています。

――日本だけではありませんが、コロナウイルス感染拡大でレストランなどでの外食が減り、家庭で食べ

る内食が伸びています。タイの農水産物加工産業は、この事態にどう対応していますか？

　公使参事官　ウィシット・リムルチャ氏によると、新型コロナウイルス感染拡大によって消費行動が変

化し、外食が減った一方で、食の健康志向が高まるなど、ほかの傾向もみられます。消費者は、選択する

ための品質と効率を踏まえた判断が増え、食事の宅配やオンラインショッピングを使用する行動が増えて

います。また地方ブランドの製品の人気が高まっています。さらに食品備蓄や調理済食品を許容する傾向

も強まっています。

　こうした消費行動から、農産物加工業界では、以下の準備、協力を行っています。

①食品の安全や工場での製造工程に予防策を講じています。清潔・安全を徹底し、信頼と消費者に選ん

でもらえるための安心の構築を目指します。

②小売業者向けオンライン配信チャネルまたは配送サービスを追加する必要があります。飲食店の場

合、持ち帰りまたは配達サービス（フードデリバリー）が可能な食品の種類を増やす必要があります。

③梱包サイズ関しては、レストラン配達用の大きなものから、より多くの家庭での消費に適した小さな

サイズまでの梱包サイズの変更が必要です。

④消費者を惹きつけるために、新しいメニューの開発や、効果的なマーケティングチャネル、キャンペ

ーン、クリエイティブマーケティングや購買力の低下に対応して、安価内水漁業事務所 所長で費用対効

果の高い食品メニューの提案も検討しています。

タイ王国大使館農務担当官事務所所長、公使参事官（農務）

チョンティサック・チャーオパークナーム (Mr. Choltisak Chawpaknum)

国立プリンス・オブ・ソンクラー大学天然資源学部水圏科学学科、国立カセサート大学水産科学専攻

修士課程卒。

１９８９～２００２年、農業・協同組合省水産局内水面漁業課チョンブリー内水面漁業開発センター

水産専門官。０３～０７年同局サラブリー県内水面漁業署内水漁業事務所長。０８～１２年同局内水

面漁業開発研究所研究グループ水産上級専門官。１３～１５年在上海タイ王国総領事館 農務担当領

事（農務）。２０１５年から現職。 
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